
　新潟市の「亀田総合体育館」は大規模なアリーナとプールを備
え、年間で約35万人が利用する複合型スポーツ施設である。築
20年になることから設備機器の更新が必要となったため、市の施
設では２番目となるESCO事業として2015年に補助金を利用し
た省エネ改修工事を行い、ガスコージェネレーション（以下、コー
ジェネ）を導入。2016年より運用を開始した。
　コージェネによるオンサイト発電で電力を作りながら、その廃
熱をプールの昇温や空調などに使い、エネルギーコストの削減を
図っている。また2011年の東日本大震災の時には避難所として
利用されたことから、BCP(事業継続計画)面でも機能強化を図る
目的でコージェネを導入し、停電などの非常時には自前で電力を
確保できるシステムとなっている。その概要を紹介する。

コージェネ導入のポイント
エネマネ事業者の活用により補助金の補助率が 
1/2にアップ
コージェネ廃熱をプールや空調に有効利用
地域の避難拠点として災害時(停電時)の電力確保

1

2
3

公共施設における
ESCO・ESPを活用した設備改修と
省エネ運用および防災機能強化事例

新潟市 亀田総合体育館

■ 施設概要
所 在 地 新潟県新潟市江南区茅野山3-1-13

建物規模 地上２階

構 造 鉄筋コンクリート造

面 積 延床面積：9,606.79㎡

開 業 年 1996年（コージェネは2016年に導入）

施設概要
メインアリーナ、サブアリーナ、プール、ト
レーニングルーム、会議室、ミーティング
ルーム、チビッコ広場、屋外テニスコート

N i i g a t a  C i t y  K A M E D A  
G e n e r a l  G y m n a s i u m

Case1

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
と
補
助
金
の
活
用
で

初
期
投
資
と
光
熱
水
費
を

大
幅
削
減

　

新
潟
市
の
〝
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

の
目
標
〞
で
は
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
の
た
め

の
施
策
と
し
て
、
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
の
推
進
が
あ
り
、
ま
た
新
潟
市
ス
マ
ー

ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
計
画
の
中
で
は
、
Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ｏ
事
業
に
よ
る
公
共
施
設
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
経
緯
の
下
、
本
事
業
は
新
潟
市
役
所
本
庁

舎
（
本
館
）
に
続
く
市
の
施
設
で
は
２
番
目

の
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
と
し
て
シ
ェ
ア
ー
ド
・
セ

イ
ビ
ン
グ
ス
方
式
に
て
行
わ
れ
た
。

　

今
回
の
事
業
ス
キ
ー
ム
と
し
て
は
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
事
業
と
Ｅ
Ｓ
Ｐ
事
業
が
介
在
し
て
お
り
、

事
業
者
で
あ
る
新
潟
市
と
し
て
は
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

共
同
事
業
体
（
事
業
、
設
計
、
建
設
、
金
融

を
分
担
す
る
企
業
５
社
で
構
成
）
と
12
年
間

の
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
サ
ー
ビ
ス
契
約
を
結
ぶ
一
方
で
、

指
定
管
理
者
と
も
管
理
委
託
契
約
を
結
ん
で

い
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｐ
事
業
者
は
燃
料
調
達
と
運
転

管
理
、
フ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
事

業
者
に
対
し
て
提
供
す
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
を
活

用
す
る
こ
と
で
事
業
者
側
は
初
期
投
資
が
ゼ

ロ
に
な
り
、
ま
た
設
備
機
器
の
運
用･

管
理

に
お
い
て
は
プ
ロ
で
あ
る
民
間
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
で
従
来
よ
り

も
光
熱
水
費
の
削
減
、
ひ
い
て
は
Ｃ
Ｏ
２
削

コージェネSDGs

取材・文：秋山 真吾
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コージェネ導入事例

該
当
す
る
工
事
に
対
し
て
１
／
２
の
補
助
を

受
け
て
い
る
（
通
常
の
補
助
率
は
１
／
３
だ

が
、
一
般
社
団
法
人
環
境
共
創
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
に
登
録
さ
れ
た
エ
ネ
マ
ネ
事
業
者
に
よ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
契
約
す

れ
ば
補
助
率
が
１
／
２
に
な
る
※
）。

※
補
助
率
な
ど
の
補
助
金
の
内
容
は
毎
年
変
わ
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
要
注
意

コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
中
心
と
し
た

廃
熱
利
用
シ
ス
テ
ム

　

既
存
の
シ
ス
テ
ム
は
空
調
用
の
ガ
ス
吸
収

式
冷
温
水
発
生
機
と
プ
ー
ル
昇
温
用
の
ボ
イ

ラ
ー
と
い
う
機
器
構
成
で
あ
っ
た
。
省
エ
ネ

改
修
で
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
導
入
し
、
発
電
と
同

時
に
出
る
85
℃
廃
熱
温
水
を
、
夏
期
は
ジ
ェ

ネ
リ
ン
ク
（
廃
熱
投
入
型
ガ
ス
吸
収
式
冷
温

水
発
生
機
：
７
０
３
kW
）
へ
送
り
、
ジ
ェ
ネ

リ
ン
ク
で
冷
水
を
作
っ
て
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
や

ア
リ
ー
ナ
附
室
な
ど
の
冷
房
に
使
用
し
、
冬

期
は
プ
レ
ー
ト
熱
交
換
器
を
介
し
温
水
系
統

の
ボ
イ
ラ
ー
へ
の
リ
タ
ー
ン
温
度
を
高
め
て

お
り
、
ボ
イ
ラ
ー
の
２
次
側
は
温
水
プ
ー

ル
（
設
定
温
度
約
30
℃
）
の
昇
温
を
主
体
に

熱
供
給
し
、
そ
の
他
プ
ー
ル
の
床
暖
房
や
ア

リ
ー
ナ
の
暖
房
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
熱
と
電
気
を
合
わ
せ
た
総

合
効
率
が
85
％
で
あ
る
ヤ
ン
マ
ー
の
マ
イ

ク
ロ
コ
ー
ジ
ェ
ネ
35 

kW
を
３
台
備
え
、
そ
の

う
ち
２
台
は
停
電
時
に
も
機
能
す
る
Ｂ
Ｏ

■ ガスエンジン・コージェネ仕様概略
メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム株式会社

モ デ ル 名 CP35VCZ（BOS仕様）×2台
CP35VC（標準仕様）×1台

燃 料 種 別 都市ガス（13Ａ）　中間圧：19.6kPa

定 格 出 力 35kW

温水取出温度 85℃

効 率 総合効率：85％／発電効率：34％／
廃熱回収効率：51％

廃熱利用用途 プール昇温・空調（冷房・暖房）

Ｓ
（
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ス
タ
ー
ト
）
仕
様
と

な
っ
て
い
る
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
運
転
は
基
本

的
に
８
時
15
分
か
ら
21
時
30
分
ま
で
の
Ｄ
Ｓ

Ｓ
（Daily Start and Stop

）
運
転
で
、
電

気
需
要
に
見
合
っ
た
電
主
運
転
を
行
い
台
数

制
御
し
て
い
る
。

　

ま
た
災
害
な
ど
で
停
電
し
た
際
に
は
コ
ー

ジ
ェ
ネ
が
自
立
運
転
を
行
い
、
約
70 

kW
の
電

力
を
中
水
設
備
機
器
、
暖
房
熱
源
機
器
、
一

部
空
調
機
な
ど
の
重
要
負
荷
へ
限
定
し
て
供

給
す
る
。

［ 

コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
効
果 

］

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
導
入
前
後
の
比
較
だ
が
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
に
よ
る
ガ
ス
消
費
量
と
発

電
量
、
ま
た
廃
熱
利
用
に
よ
る
冷
温
水
発
生

機
と
ボ
イ
ラ
ー
で
の
ガ
ス
消
費
量
の
削
減
な

ど
を
加
味
す
る
と
、
１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
年

間
７
７
０
GJ
の
削
減
（
▲
９
％
）
と
な
っ

た
。
ま
た
コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
に
よ
る
契
約
電

力
の
削
減
効
果
と
し
て
は
約
１
０
０ 

kW
程
度

と
な
り
、
こ
れ
を
金
額
に
す
る
と
年
間
で
約

２
０
０
万
円
程
度
の
契
約
電
力
削
減
効
果
と

な
る
。
現
在
、
省
エ
ネ
改
修
で
コ
ー
ジ
ェ
ネ

と
同
時
に
導
入
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

量
の
分
析
を
進
め
て
お
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｐ
事
業
者

と
施
設
管
理
者
が
一
体
と
な
っ
て
コ
ー
ジ
ェ

ネ
廃
熱
の
利
用
効
率
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目

指
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

■ ESCO･ESPの実施スキーム

ESCO契約

ESCO共同事業体

ESP事業者

事業者
［新潟市］ 指定管理者

※エネルギーサービス

管理委託
契約

ESP契約

電気
上下水

ガス事業 設計 建設 金融 

ガスエンジン・コージェネ（35kW×3台）

減
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

本
事
業
は
平
成
27
年
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

合
理
化
等
事
業
者
支
援
補
助
金
に
採
択
さ
れ
、

■ エネルギーフロー図

廃熱（夏期）

廃熱（冬期）
温水

温水

熱交換器

105kW（商用連携）

冷水

ボイラー

廃熱投入型ガス吸収式
冷温水機［ジェネリンク］

（703kW×1台）

冷房

暖房

電力

ガスエンジン・
コージェネ

（35kW×3台）

都市ガス
13A（中間圧）

・プール昇温
・プール床暖房

・アリーナ
・プール

プール
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　雄大な日本海を眼下に見渡す「柏崎海洋センター シーユース雷音」
は、柏崎地方の三大民謡の一つである「三階節」の一節に登場する雷を
名前の由来としている柏崎市の公共施設である。スポーツ合宿・ビジネ
ス合宿にも利用可能な宿泊施設であり、会食・ランチ・バーベキューな
どの食事と入浴も楽しめる。
　その柏崎市では、「限りある資源とエネルギーをかしこく使って、持続
可能な地域社会を目指します」を基本目標とした「柏崎市地球温暖化対
策実行計画」を策定、市民・事業者・行政が一体となって地球温暖化対策
に取り組んでいる。
　今回は、その取り組みの重点プロジェクトとしての検討をきっかけに、
ガスエンジン・コージェネレーション（以下、コージェネ）の導入を含む既
設改修により「ZEB Ready」を達成した「柏崎海洋センター シーユース
雷音」について紹介する。

コージェネ導入のポイント
柏崎市の地球温暖化防止への 
取組み
補助金・ESCO事業活用
ZEB化改修工事における 
コージェネ導入

1

2

3

既設改修における「ZEB Ready」達成に
ガスコージェネが貢献

柏崎海洋センター
シーユース雷音

■ 施設概要
所 在 地 新潟県柏崎市西港町12番11号

建物規模 地上3階

構 造 鉄筋コンクリート造

面 積 延床面積：2,949㎡

開業年月 1997年7月

客 室 数 33室（宿泊人数：80～100名）

K a s h i w a z a k i  K a i y o u  C e n t e r
S e a  Yo u t h  L i o n

Case2

柏
崎
市
の

地
球
温
暖
化
防
止
へ
の

取
組
み

　

柏
崎
市
で
は
、
２
０
０
８
年
の
温
対
法
改

正
を
受
け
、
２
０
１
３
年
３
月
に
「
柏
崎
市

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
区
域
施
策

編
）」
を
策
定
、「
柏
崎
市
第
四
次
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
」「
第
二
次
柏
崎
市
環
境
基

本
計
画
」
の
理
念
を
ふ
ま
え
て
、
先
に
記
述

し
た
基
本
目
標
と
５
つ
の
基
本
方
針
、
28
の

施
策
を
掲
げ
て
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
た
（
２
０
１
７
年
に
改
訂
実
施
）。

　

そ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
、

「
柏
崎
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
熱
利
用
複
合
シ
ス
テ
ム
導
入
に
向
け

た
事
業
化
可
能
性
調
査
」
を
２
０
１
４
年
度

に
実
施
し
た
。
結
果
と
し
て
、
事
業
化
に
は

至
ら
な
か
っ
た
が
、
別
に
市
が
推
進
す
る

省
エ
ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
２
の
改
修
モ
デ
ル
施
設
に
、

設
備
更
新
時
期
を
迎
え
て
い
た
同
施
設
が
合

致
し
た
。

ガスエンジン・コージェネ（35kW×2台）

SDGs コージェネ

取材・文：深澤 幹夫
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コージェネ導入事例

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム

モ デ ル 名 CP35D1-TNJG

燃 料 種 別 都市ガス

定 格 出 力 35kW

台 数 2台

廃 熱 回 収 温水温度：80℃
回収熱量：56.9kW

効 率 総合：88.0％／発電：33.5％
廃熱回収：54.5％

月
曜
日
の
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
か
ら
金
曜
日
の

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
ま
で
の
実
質
４
日
間
の
み
で

行
い
、
営
業
へ
の
影
響
を
極
力
少
な
く
す
る

工
夫
な
ど
も
行
っ
た
。

Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
に
お
け
る

コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入

　

今
回
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
改
修
工
事
で
は
、
マ
イ

ク
ロ
コ
ー
ジ
ェ
ネ
（
35 

kW
×
２
台
）
導
入
、

そ
れ
に
伴
う
熱
源
関
連
設
備
（
ジ
ェ
ネ
リ
ン

ク
導
入
、
空
冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
導
入
、
温
水

器
更
新
）
が
再
構
築
さ
れ
た
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ

廃
熱
利
用
先
と
し
て
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ン
ク
を

介
し
た
空
調
需
要
用
と
熱
交
換
器
を
介
し
た

一
部
の
給
湯
用
需
要
で
あ
る
た
め
、
季
節
・

時
間
帯
で
コ
ー
ジ
ェ
ネ
運
転
台
数
を
変
更
さ

せ
る
こ
と
で
コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
に
つ
な
げ
、

そ
の
他
の
改
修
工
事
（
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、

二
重
サ
ッ
シ
、Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
装
置
の
導
入
な
ど
）

と
あ
わ
せ
「
Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｒｅ
ａ
ｄｙ
」
を
実
現
し

た
。
こ
れ
ら
一
連
の
取
組
み
で
、
シ
ー
ユ
ー

ス
雷
音
さ
ま
建
物
全
体
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
は
、
９
６
５
４
GJ
か
ら
、
６
６
２
３

GJ
へ
約
30
％
（
Ｚ
Ｅ
Ｂ
評
価
対
象
範
囲
で
は

約
50
％
）
の
削
減
を
実
現
し
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
に
つ
い
て
は
、
５
３
０
ｔ
か
ら
３
４
６
ｔ

へ
、
こ
ち
ら
も
約
35
％
と
大
幅
に
削
減
し
た
。

　

そ
の
う
ち
コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
と
熱
源
設
備

改
修
も
あ
わ
せ
た
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
量

は
、
想
定
値
と
な
る
が
、
約
１
０
０
０
GJ

と
な
り
、
今
回
の
「
Ｚ
Ｅ
Ｂ　
Ｒ
ｅ
ａ
ｄｙ
」

達
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま

た
、
初
年
度
か
ら
光
熱
費
削
減
の
目
標
を
達

成
し
、
省
エ
ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
２
を
実
現
し
た
本

施
設
で
は
、
環
境
メ
リ
ッ
ト
と
経
済
的
メ

リ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
事
業
が
展
開
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

３
ヶ
月
に
１
回
、
導
入
さ
れ
た
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

デ
ー
タ
を
基
に
し
た
報
告
会
が
実
施
さ
れ
て

お
り
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
最
適
運
転
を
求
め
た

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
が
継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
い

る
。
空
冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
も
導
入
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
電
力
デ
マ
ン
ド
、
デ
フ
ロ
ス
ト
運

転
な
ど
も
考
慮
す
る
こ
と
が
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ

の
ポ
イ
ン
ト
と
の
こ
と
。

　

環
境
性
・
経
済
性
の
両
立
を
達
成
し
た

「
シ
ー
ユ
ー
ス
雷
音
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
」
は
、
柏

崎
市
の
他
施
設
へ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
。

■ 運転パターン
0:00
1:00
2:00
3:00
4:00
5:00
6:00
7:00
8:00
9:00
10:00
11:00
12:00
13:00
14:00
15:00
16:00
17:00
18:00
19:00
20:00
21:00
22:00
23:00

1月 2月 3月 ～4/19 4/20～ 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2台運転 1台運転

■ エネルギーフロー図

電力
電気

冷房

給湯

暖房

都市ガス
廃熱回収型
冷温水機
（ジェネリンク）

熱交換器

温水器

空冷
ヒートポンプ

廃熱

ガスエンジン・
コージェネ

（35kW×2台）

　

具
体
的
に
は
、
市
の
環
境
政
策
課
と
施
設

を
所
管
す
る
商
業
観
光
課
が
連
携
し
、
環
境

メ
リ
ッ
ト
と
光
熱
費
削
減
に
よ
る
経
済
メ

リ
ッ
ト
の
両
立
を
目
指
す
両
課
協
業
に
よ
る

検
討
が
開
始
さ
れ
た
。

補
助
金
・

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
の
活
用

　

市
の
予
算
に
も
限
り
が
あ
る
た
め
、
補
助

金
活
用
を
前
提
と
し
た
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
と
い

う
ス
キ
ー
ム
で
の
予
算
化
と
な
っ
た
。

　

柏
崎
市
で
は
、
以
前
よ
り
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業

の
活
用
・
導
入
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
お

り
、
宿
泊
施
設
な
ど
へ
の
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
は

効
果
的
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
ま
た
、

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
応
募
要
項
に
、
補
助
金
不
採

択
時
、
も
し
く
は
採
択
さ
れ
て
も
市
の
負
担

増
と
な
る
場
合
は
事
業
化
し
な
い
こ
と
と
し
、

補
助
金
の
活
用
を
前
提
と
し
た
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
者
選
定
後
に
補
助
金
採
択

も
決
定
し
、
改
修
工
事
が
計
画
さ
れ
る
の
だ

が
、
宿
泊
施
設
な
ら
で
は
の
課
題
も
発
生
し

た
。
補
助
金
活
用
と
な
る
と
、
ど
う
し
て
も

工
事
期
間
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
か

つ
、
宿
泊
施
設
と
し
て
書
き
入
れ
時
と
な
る

年
末
年
始
も
工
事
期
間
か
ら
外
し
た
い
。
事

前
の
綿
密
な
計
画
と
、
後
付
け
サ
ッ
シ
に
よ

る
複
層
化
な
ど
の
工
事
の
工
夫
を
行
い
、
無

事
に
予
定
の
工
事
期
間
で
終
了
さ
せ
た
。
余

談
に
は
な
る
が
、
熱
源
機
器
類
の
改
修
は
、
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　厚生連高岡病院（正式名称:富山県厚生農業協同組
合連合会 高岡病院）は、農協でつくる富山県厚生農業
協同組合連合会の基幹病院である。病床数533床、常
勤医師数121名、看護師数549名の富山県西部地区最
大の総合病院であり、地区における広域的基幹病院とし
て急性期医療を中心とした救急医療、診療機能の充実
を行い、地域の病院や診療所との連携に努めている。
　また、地区で唯一、第三次救急に対応する救命救急セ
ンターを有しており、重症患者（心肺停止、ショック、重
症外傷、脳血管障害、急性中毒など）の診療を、必要に応
じて各診療科と連携をとりながら24時間365日体制で
行っている。
　2016年ESCO事業のプロポーザルを公募し、ガス
コージェネレーション（以下、コージェネ）等の設備を導
入した。同県西部では初のコージェネ導入となる。

コージェネ導入のポイント
BCP対応を考慮した熱源システム構築と 
リスク分散
省エネルギー対策効果
ESCO事業と補助金の活用

1

2
3

BCP対策を考慮した
エネルギーの分散化で
災害に備え

富山県厚生農業協同組合連合会
高岡病院

■ 施設概要
所 在 地 富山県高岡市永楽町5-10

建物規模 地下1階、地上7階、塔屋2階

構 造 鉄筋コンクリート造（一部、鉄骨鉄筋コンクリート造）

面 積 建築面積：15,310㎡／延床面積：63,577㎡

竣工年月 1988年3月中央診療棟竣工
（コージェネは2017年に稼働）

病 床 数 533床

診察科目 29科（内科、総合診療科、救急科等）

J A  To y a m a  K o u s e i r e n  
Ta k a o k a  H o s p i t a l

Case3

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
を
考
慮
し
た

熱
源
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と

リ
ス
ク
分
散

　

厚
生
連
高
岡
病
院
で
は
、
省
エ
ネ
対
策
と

し
て
２
０
０
７
年
に
第
１
期
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業

を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
当
時
導
入
し
た
熱

源
設
備
の
効
率
低
下
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
と
し
て

災
害
に
強
い
イ
ン
フ
ラ
の
再
構
築
が
必
要
に

な
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
今
回
２
回
目
の
Ｅ

Ｓ
Ｃ
Ｏ
に
取
り
組
ん
だ
。

　

第
三
次
救
急
は
県
西
部
で
は
厚
生
連
高
岡

病
院
の
み
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
安

定
稼
働
は
必
須
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
重
化
を
目
的

と
し
、
初
め
て
コ
ー
ジ
ェ
ネ
な
ど
の
ガ
ス
設

備
を
導
入
し
た
。
ま
た
、
既
存
設
備
の
Ａ
重

油
燃
料
設
備
は
一
部
残
し
、
電
気
式
設
備
と

併
用
し
て
使
用
す
る
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
、
熱
と
電
気
を
合
わ
せ
た

総
合
効
率
が
85
％
と
な
る
ヤ
ン
マ
ー
の
マ
イ

ク
ロ
コ
ー
ジ
ェ
ネ
35 

kW
を
３
台
備
え
、
朝
６

時
か
ら
20
時
ま
で
稼
働
さ
せ
て
い
る
。
コ
ー

ジ
ェ
ネ
で
発
電
し
た
電
気
は
、
電
力
会
社
か

ら
の
購
入
分
と
併
せ
て
院
内
の
照
明
等
に
利

用
す
る
。
熱
も
有
効
活
用
し
て
お
り
、
発

電
と
同
時
に
出
る
61
・
５
℃
の
廃
熱
温
水
は
、

院
内
の
給
湯
に
優
先
的
に
利
用
し
て
お
り
、

重
油
温
水
ボ
イ
ラ
ー
負
荷
を
大
幅
に
削
減
し

た
。
な
お
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
廃
熱
温
水
は
院
内

の
給
湯
負
荷
の
51
％
を
賄
っ
て
い
る
。

SDGs コージェネ

取材・文：五十嵐 亜矢子
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コージェネ導入事例

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム

モ デ ル 名 CP35D1－TN

燃 料 種 別 都市ガス（13A）

定 格 出 力 35kW

台 数 3台

温水取出温度 61.5℃

効 率 総合：88％／発電：33.5％／廃熱回収：54.5％

廃熱利用用途 給湯

と
９
４
１
（
kL
／
年
）
削
減
と
な
り
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
量
29
％
削
減
を
達
成
し
た
。
ま

た
、
院
内
全
体
の
電
力
ピ
ー
ク
対
策
効
果

は
、
年
間
電
力
使
用
量
導
入
前
２
０
１
５

年
度
３
６
４
５
（
千
kW
ｈ
／
年
）
に
対
し

２
０
１
７
年
度
２
９
４
５
（
千
kW
ｈ
／
年
）

と
７
０
０
（
千
kW
ｈ
／
年
）
削
減
と
な
り
、

電
力
量
19
％
削
減
を
達
成
し
た
。

　

契
約
電
力
は
当
初
２
１
０
０
kW
で
あ
っ
た

が
、
２
０
１
７
年
度
よ
り
１
７
０
０
kW
へ
変

更
、
さ
ら
に
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
よ
る
使
用
量
の
分
析

を
進
め
、
２
０
１
８
年
９
月
か
ら
契
約
電
力

１
６
５
０
kW
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
多
重
化
に
よ
る
電
力
平
準
化
対

策
に
も
功
を
奏
し
た
。

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
と

補
助
金
の
活
用

　

今
回
の
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
は
、シ
ェ
ア
ー
ド
・

セ
イ
ビ
ン
グ
ス
方
式
に
て
行
わ
れ
た
。
Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ｏ
事
業
者
と
15
年
間
の
サ
ー
ビ
ス
契
約
を

結
ぶ
こ
と
で
、
運
転
管
理
な
ら
び
に
フ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
。
Ｅ

Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
と
す
る
こ
と
で
初
期
投
資
な
し

に
、
設
備
の
運
用
・
管
理
は
プ
ロ
の
民
間
エ

ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
任
せ
る
こ
と

で
、
省
エ
ネ
・
省
力
化
を
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

さ
ら
に
費
用
面
で
は
、先
進
的
な
省
エ
ネ
・

電
力
ピ
ー
ク
対
策
設
備
、
シ
ス
テ
ム
導
入
の

ガスエンジン・コージェネ（35kW×3台）

取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
、経
済
産
業
省
の「
平

成
28
年
度　

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
等
事

業
者
支
援
補
助
金
」
の
エ
ネ
マ
ネ
事
業
と
し

て
採
択
さ
れ
、
導
入
費
の
１
／
２
を
補
助
金

で
賄
っ
た
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
サ
ー
ビ
ス
の
運
用
開
始
後
、
病

院
と
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
者
と
の
現
場
意
見
交
換

お
よ
び
省
エ
ネ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
を
年
間
延
べ

33
日
実
施
し
、
省
エ
ネ
を
推
進
し
た
。
今
後

も
両
者
が
連
携
し
て
さ
ら
な
る
省
エ
ネ
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
病
院
内
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
委
員
会
を
軸
に
、
省
エ
ネ
活
動
と

病
院
各
部
署
の
省
エ
ネ
に
対
す
る
普
及
啓
蒙

活
動
を
継
続
す
る
。

■ 省エネルギー効果

3,216 2,275 

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

3,645 2,945 

0
500
1000
1500
2000
2500
3000
3500
4000

(※）7～9月（夏期）、12～3月（冬期）の8:00～22:00

院内全体の年間エネルギー使用量 電力需要平準化時間帯※年間電力量

（kL/年） （千kWh/年）

2015年度 2017年度 2015年度 2017年度

（941kL/年） （700千kWh/年）
29％削減 19％削減

■ エネルギーフロー図

電力

A重油

電気

冷房

給湯

蒸気

暖房

冷水

温水

は2016年ESCO事業にて新設

都市ガス

※炉筒煙管ボイラーを撤去し、貫流ボイラーを1台増設（改修前は2台）

太陽光発電

蓄電池

非常用発電機

廃熱

水冷
スクリューチラー

空冷HP
チラー

ガス焚き吸収式
冷温水機

重油焚き吸収式
冷温水機

給湯ボイラー
（3台）

貫流ボイラー
（3台）※

ガスエンジン・
コージェネ
（35kW×3台）

 ［ 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
効
果  

］

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
加
え
て
、
太
陽
光
、
蓄
電

池
等
も
新
た
に
設
置
し
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
応
を
充

実
さ
せ
た
ほ
か
、
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
導
入
し
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
見
え
る
化
に
も
取
り
組
み
、
確
実

な
省
エ
ネ
の
実
現
を
図
っ
た
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

な
ど
の
効
果
も
含
め
、
院
内
全
体
の
年
間
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
（
原
油
換
算
）
は
導
入
前

２
０
１
５
年
度
３
２
１
６
（
kL
／
年
）
に
対

し
、２
０
１
７
年
度
は
２
２
７
５
（
kL
／
年
）
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　環境未来都市構想として公共交通沿線の低未利用地（富
山市立豊田小学校跡地）において、「コンパクトなまちづくり
の推進」、「低炭素・省エネルギーに配慮したまちづくり」、「公
民連携による質の高い生活環境の提供」をコンセプトに、富
山市と大和ハウス工業株式会社が環境に優しく、安全・安心
で快適な生活を享受できるモデル地区（交番、保育所、公民
館、図書館等の公共施設）を整備し、利便性の高い暮らしや
環境に配慮した質の高い住宅供給の促進を図っている。
　本事業は、強靭で持続可能なまちづくりを推進するため、
今後他の地域で普及が可能なモデルケースとなり得る街区
となる。

コージェネ導入のポイント
太陽光＋蓄電池＋燃料電池（コージェネ含む）の 

「3電池搭載」
住宅街区全体を「ネット・ゼロ」にする 
省エネルギー・省CO₂
街区全体でのBCP対策

1

2

3

※公民館及び住宅街区整備事業は大和ハウス工業のＰＰＰ事業

富山市初、災害対策機能を持つ
「セーフ＆環境スマートモデル街区整備事業」

セキュレア豊田本町

■ 施設概要
所 在 地 富山県富山市豊田本町1丁目68番20他

建物規模 保育所：地上2階
公民館：地上2階、塔屋1階／住戸：全21棟

構 造 保育所：鉄筋コンクリート造
公民館：重量鉄骨造

面 積
保育所：建築面積1,163㎡、延床面積1,692㎡
公民館： 建築面積579㎡、延床面積1,126.63㎡ 

（カーポート含む）

竣工年月 保育所：2016年6月、公民館：2017年9月

そ の 他 旧豊田小学校跡地を整備

S e c u r e a  To y o t a h o n m a c h i

Case4

公民館

SDGs コージェネ

取材・文：馬場 美行
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太
陽
光
＋
蓄
電
池
＋

燃
料
電
池（
コ
ー
ジ
ェ
ネ
含
む
）の

「
３
電
池
搭
載
」

　

住
宅
街
区
で
あ
る
戸
建
住
宅
（
21
棟
）
は
、

全
棟
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
家
庭
用
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
、
家
庭
用
燃
料
電
池

（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）
の
３
電
池
を
搭
載
、
組

み
合
わ
せ
た
、
北
陸
３
県
で
初
と
な
る
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
。
鉛
蓄
電
池
や
ニ
ッ

ケ
ル
水
素
電
池
と
比
べ
て
、
長
寿
命
で
充
放

電
効
率
が
高
い
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
と

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ー
を
一
体
化
す
る
こ
と
で
エ
ネ
ル■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略

メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム

モ デ ル 名 保育所：CP10VB1Z－SNB
公民館：CP5D1Z－SNJG

燃 料 種 別 都市ガス（13A）

定 格 出 力 保育所：9.9kW
公民館：5kW（いずれも停電対応機）

台 数 保育所：1台、公民館：1台

温水取出温度 保育所：65℃→70℃
公民館：60℃→65℃

効 率 保育所： 総合85.0％／発電31.5％／廃熱回収53.5％
公民館： 総合85.5％／発電29.0％／廃熱回収56.5％

主 な
廃熱利用用途

保育所：給食室給湯
公民館：温水パネルヒーター（廊下用）

調
を
採
用
し
て
い
る
。適
切
に
制
御
す
る「
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」
で
は
、
Ｃ
Ｏ
２
セ

ン
サ
ー
、
昼
光
・
人
感
セ
ン
サ
ー
を
取
り
入

れ
、
部
屋
の
明
る
さ
や
人
の
多
さ
を
感
知
し

照
明
や
換
気
・
空
調
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を

図
っ
て
い
る
。

住
宅
街
区
全
体
を

「
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
」に
す
る

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
Ｃ
Ｏ
２

　

各
住
宅
に
は
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
を
採
用
す

る
と
と
も
に
、
公
民
館
に
は
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

式
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
見
え
る
化
シ
ス
テ
ム
を

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
設
置
し
、
地
域
住
民
が
見

て
、
触
っ
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
関

心
を
高
揚
す
る
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
住
宅
街
区
全
体
で
の
一
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
が
正
味
（
ネ
ッ
ト
）
で
ゼ
ロ
ま

た
は
概
ね
ゼ
ロ
と
い
う
街
（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
タ
ウ
ン
〈
Ｚ
Ｅ
Ｔ
〉）
の
実

現
を
目
指
し
て
い
る
。

 ［ 
街
区
全
体
で
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策 

］

　

住
宅
街
区
、
公
共
施
設
と
も
に
電
源
を
多

重
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
停
電
時
で
も
主
要

部
分
へ
の
電
力
供
給
が
可
能
な
電
源
シ
ス
テ

ム
と
し
て
お
り
、
公
民
館
は
停
電
時
等
の
非

常
時
の
災
害
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。　

ガスエンジン・コージェネ（公民館屋上：5ｋＷ×1台）

■ エネルギーフロー図（公民館）

電力
電気

都市ガス

太陽光発電
（6.2ｋＷ）

リチウムイオン蓄電池
（6.2ｋＷｈ）

ガスエンジン・
コージェネ
（5ｋＷ）

空調（ＥＨＰ）

空調（GＨＰ）

パネルヒーター
（標準放熱量計7.89ｋＷ）

地区センター図書館分室

公民館貯湯
タンク

冬季（11～4月）利用

廃熱

発電電力

商用電力

ギ
ー
制
御
を
効
率
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
併
設
す
る
公
共
施
設
（
保
育
所
・

公
民
館
）
も
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
、
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
備
え

て
い
る
。

　

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
が
建
設
し
た
公
民
館
の

特
徴
と
し
て
は
、自
然
の
力
を
活
か
す「
パ
ッ

シ
ブ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
で
は
、
自
然
光
が
届

き
づ
ら
い
場
所
に
光
ダ
ク
ト
や
光
屈
折
フ
ィ

ル
ム
を
採
用
し
、
創
エ
ネ
・
省
エ
ネ
・
蓄
エ

ネ
を
行
う
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

で
は
、
上
述
の
電
源
シ
ス
テ
ム
や
高
効
率
空

　

ま
た
、
住
宅
街
区
内
の
公
園
に
は
、
防
災

備
蓄
倉
庫
に
防
災
設
備
・
備
品
と
し
て
太
陽

光
パ
ネ
ル
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
、
雨

水
タ
ン
ク
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
軍
手
、
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
、
調
理
器
具
、
非
常
用
食
料
・
飲
料
、

テ
レ
ビ
、
延
長
コ
ー
ド
な
ど
を
設
置
し
、
災

害
対
策
機
能
の
あ
る
防
災
パ
ー
ゴ
ラ
テ
ン
ト

や
、
周
囲
に
テ
ン
ト
を
張
っ
て
利
用
可
能
な

ト
イ
レ
ス
ツ
ー
ル
を
保
管
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
防
災
設
備
や
植
栽
等
の
管
理
の

た
め
、
住
宅
街
区
の
住
民
で
団
地
管
理
組
合

を
設
立
し
、
富
山
市
と
協
定
を
締
結
す
る
こ

と
で
、
公
民
連
携
に
よ
る
強
靭
で
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。


